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統裁官（師団長）訓示

開会式 統裁官に敬礼

統裁官によるスターターピストルに合わせ、選手が一斉にスタート

１ ３ 師 団 だ よ り 第１４８号 令和３年（２０２１年） １１月

訓示を聞く隊員 選手宣誓 第３特科隊 千石２曹

師
団
は
、
11
月
７
日
（
日
）
か
ら
９
日
（
火
）
ま
で
の
間
、

令
和
３
年
度
師
団
持
続
走
競
技
会
を
青
野
ヶ
原
演
習
場
（
兵

庫
県
）
に
お
い
て
実
施
し
た
。

持
続
走
競
技
会
は
、
部
隊
の
持
続
走
能
力
を
向
上
さ
せ
る

と
と
も
に
、
士
気
の
高
揚
及
び
団
結
の
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
た
。

開
会
式
に
お
い
て
、
統
裁
官
（
師
団
長

山
根
陸
将
）

は
、
「
我
々
自
衛
官
に
必
要
な
要
素
の
一
つ
と
し
て
闘
争
心

が
あ
る
。
『
相
手
に
絶
対
に
負
け
な
い
、
ど
ん
な
に
辛
く
て

も
、
ど
ん
な
に
苦
し
く
て
も
自
分
に
負
け
な
い
』
と
い
う
闘

争
心
を
こ
の
師
団
競
技
会
で
養
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
上

で
、
「
己
の
た
め
に
、
そ
し
て
部
隊
の
た
め
に
、
今
持
て
る

力
を
出
し
尽
く
せ
」
を
要
望
し
「
本
競
技
会
ま
で
に
積
み
上

げ
て
き
た
練
成
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
こ
と
を
期
待

す
る
」
と
訓
示
し
た
。

競
技
は
７
日
の
事
前
走
に
引
き
続
き
、
９
日
早
朝
６
時
30

分
か
ら
開
始
さ
れ
、
約
一
〇
〇
名
ず
つ
の
出
走
グ
ル
ー
プ
が

15
分
間
隔
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
起
伏
の
激
し
い
５
㎞
の
競
技

コ
ー
ス
は
、
前
日
ま
で
の
雨
で
ぬ
か
る
む
悪
条
件
と
な
っ
た

が
、
各
隊
員
は
力
強
く
駆
け
抜
け
た
。

競
技
会
は
個
人
の
記
録
を
も
と
に
部
隊
ご
と
の
平
均
タ
イ

ム
で
競
い
、
「
連
隊
等
の
部
」
は
第
３
特
科
隊
、
「
大
隊
の

部
」
は
第
３
通
信
大
隊
、
「
隊
の
部
」
は
第
３
偵
察
隊
が
、

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

本
競
技
会
に
参
加
し
た
第
３
師
団
司
令
部
付
隊
所
属
の
中

村
１
曹
は
「
練
成
す
る
に
当
た
り
、
特
に
体
調
管
理
に
努
め

ま
し
た
。
当
日
は
自
分
の
た
め
に
部
隊
の
た
め
に
、
今
持
て

る
力
を
出
し
尽
く
し
ま
し
た
。
競
技
会
を
通
じ
て
部
隊
の
団

結
、
闘
争
心
を
更
に
養
う
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま

す
」
と
述
べ
た
。

【
関
連
記
事

２
面
】



連
隊
等
の
部
（
５
コ
部
隊
）

優

勝

第
３
特
科
隊

大

隊

の
部
（
４
コ
部
隊
）

優

勝

第
３
通
信
大
隊

隊

の

部
（
５
コ
部
隊
）

優

勝

第
３
偵
察
隊

２ ３ 師 団 だ よ り 第１４８号 令和３年（２０２１年） １１月

連隊等の部
優勝 第３特科隊

男性自衛官に引けを取らない女性自衛官 悪条件に負けず練成成果を発揮

ラストスパート！大混戦のゴール前

幹
部
の
部
（
個
人
）

第
１
位

第
37
普
通
科
連
隊

２
等
陸
尉

杉
浦

正
明

第
２
位

第
36
普
通
科
連
隊

２
等
陸
尉

岩
田

聖
矢

第
３
位

第
36
普
通
科
連
隊

３
等
陸
尉

森
田

佳
靖

准
・
曹
の
部
（
個
人
）

第
１
位

第
７
普
通
科
連
隊

２
等
陸
曹

鈴
東

千
弘

第
２
位

第
３
師
団
司
令
部
付
隊

１
等
陸
曹

中
村

太
一

第
３
位

第
３
後
方
支
援
連
隊

２
等
陸
曹

中
山

貴
洋

第
４
位

第
37
普
通
科
連
隊

３
等
陸
曹

中
山

公
仁

第
５
位

第
37
普
通
科
連
隊

３
等
陸
曹

保
木

高
志

第
６
位

第
３
通
信
大
隊

２
等
陸
曹

森
本

智
則

第
７
位

第
36
普
通
科
連
隊

２
等
陸
曹

矢
野

裕
己

第
８
位

第
37
普
通
科
連
隊

３
等
陸
曹

鈴
木

啓
太

第
９
位

第
37
普
通
科
連
隊

３
等
陸
曹

八
田

泰
徳

第
10
位

第
３
後
方
支
援
連
隊

２
等
陸
曹

加
藤

輝

陸
士
の
部
（
個
人
）

第
１
位

第
36
普
通
科
連
隊

２
等
陸
士

山
本

康
平

第
２
位

第
３
特
科
隊

１
等
陸
士

宮
野

翔
也

第
３
位

第
36
普
通
科
連
隊

１
等
陸
士

梶
原

日
向

第
４
位

第
３
後
方
支
援
連
隊

陸
士
長

上
林

大
地

第
５
位

第
３
特
科
隊

１
等
陸
士

新
田
俊
太
郎

女
性
自
衛
官
の
部
（
個
人
）

第
１
位

第
３
施
設
大
隊

１
等
陸
士

塩
谷

女
依

第
２
位

第
３
後
方
支
援
連
隊

３
等
陸
曹

中
尾

眞
虹

第
３
位

第
３
後
方
支
援
連
隊

２
等
陸
曹

山
林

唯

３

３

大隊の部
優勝 第３通信大隊

隊の部
優勝 第３偵察隊

全力疾走！ゴールの瞬間 コース最難関の登り坂

３

力走する隊員への激励



３ ３ 師 団 だ よ り 第１４８号 令和３年（２０２１年） １１月

小坂 正太郎 ３等陸佐
出身地 青森県
期 別 ９７Ｂ

中部方面航空隊（八尾）から

統
率
方
針
「
即
動
の
完
遂
」

「
物
心
両
面
の
準
備
の
完
整
」

「
創
造
力
を
持
て
」

要
望
事
項

日
本
中
が
歓
喜
に
包
ま
れ
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
か
ら

約
３
ヵ
月
。
同
大
会
で
活
躍
し
た

自
衛
隊
体
育
学
校
所
属
の
金
メ
ダ

リ
ス
ト
山
田
優
２
等
陸
尉
（
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
）
、
川
添
香
織
２
等
陸

曹
（
20
㎞
競
歩
）
及
び
山
田
聡
子

３
等
陸
曹
（
ピ
ス
ト
ル
射
撃
）
が

第
３
師
団
に
来
隊
し
た
。

自
衛
隊
体
育
学
校
を
代
表
し
て

表
敬
し
た
３
名
は
、
近
畿
周
辺
出

身
の
選
手
で
あ
り
、
競
技
間
の
応

援
に
感
謝
を
述
べ
た
。

フェンシング（エペ団体）
山田 優 ２等陸尉

自衛隊体育学校所属、東京オリンピック２０２０出場選手３名が表敬

オリンピック出場記念品の贈呈
２０㎞競歩

川添 香織 ２等陸曹

ピストル射撃
山田 聡子 ３等陸曹

川添２曹 山田２尉山田３曹

こ さか しょうたろう

ＬＡＶ先導で会場内を移動

福
知
山
駐
屯
地
（
司
令

小
野
田
１
佐
）
は
11
月
12
日
（
金
）
か

ら
14
日
（
日
）
ま
で
の
３
日
間
、
募
集
広
報
イ
ベ
ン
ト
「
ド
ラ

イ
ブ
・
イ
ン
・
コ
ン
バ
ッ
ト
」
を
実
施
し
た
。
ド
ラ
イ
ブ
・
イ
ン
・

コ
ン
バ
ッ
ト
と
は
、
ド
ラ
イ
ブ
シ
ア
タ
ー
方
式
を
採
用
し
た
新
時
代

の
訓
練
展
示
で
あ
り
、
参
加
者
は
、
自
家
用
車
内
で
流
れ
る
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
で
訓
練
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
乗
車
し
た
ま
ま
訓
練
を
見
学

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
車
の
中
か
ら
訓
練
を
見
学
し
た
の
は
初
め

て
で
し
た
」
「
車
両
の
す
ぐ
そ
ば
を
戦
闘
す
る
隊
員
や
車
両
が
駆
け

抜
け
て
い
く
の
で
、
と
て
も
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
」
等
の
声
が
聞
か

れ
、
募
集
広
報
イ
ベ
ン
ト
は
成
功
裡
に
終
了
し
た
。

姫
路
駐
屯
地
（
司
令

小
松
１
佐
）
は
11
月
14
日
（
日
）
、
姫
路

駐
屯
地
創
立
70
周
年
記
念
行
事
を
実
施
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
一
般
公
開
は
中
止
と
な
っ
た
も
の
の
、
募
集

広
報
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
自
衛
隊
各
地
方
協
力
本
部
（
大
阪
、
兵
庫
及

び
奈
良
）
を
通
じ
て
申
し
込
ん
だ
募
集
対
象
者
及
び
そ
の
保
護
者
等

を
対
象
に
、
観
閲
行
進
、
戦
闘
訓
練
展
示
、
音
楽
演
奏
及
び
太
鼓
演

舞
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
戦
闘
訓
練
展
示
は
、
と
て
も
迫

力
が
あ
り
カ
ッ
コ
よ
か
っ
た
で
す
」
「
来
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

終
息
し
て
一
般
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
等
の

声
が
聞
か
れ
、
記
念
行
事
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

車中から訓練を見学する参加者

戦闘訓練展示

募集対象者に対する装備品展示

イ ベ ン ト 告 知



４ ３ 師 団 だ よ り 第１４８号 令和３年（２０２１年） １１月

第３音楽隊

３等陸曹 岡﨑 道宣

第３高射特科大隊高射中隊

陸士長 藤田 光瑠

今
回
は
、
第
３
高
射
特
科
大
隊
高
射
中
隊
に
所

属
す
る
藤
田

光
瑠
（
ふ
じ
た

ひ
か
る
）
士
長

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

出
身
地
、
入
隊
年
度
は
。

Ａ

兵
庫
県
出
身
、
令
和
２
年
度
入
隊
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

国
を
守
る
仕
事
に
携
り
、
最
前
線
で
活
躍
し

た
い
と
思
い
入
隊
し
ま
し
た
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
の
区
隊
・
班
は
。

Ａ

１
０
９
教
育
大
隊
３
１
６
共
通
教
育
中
隊
第

１
区
隊
第
４
営
内
班
で
す
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

野
外
訓
練
に
お
い
て
、
同
期
全
員
で
力
を
合

わ
せ
、
訓
練
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

現
職
務
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

ミ
サ
イ
ル
と
い
っ
た
、
重
要
な
装
備
の
運
搬

に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

現
職
務
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

夜
間
に
お
け
る
ミ
サ
イ
ル
の
運
搬
に
伴
う
ク

レ
ー
ン
の
操
作
で
す
。

Ｑ

尊
敬
（
目
指
し
て
い
る
）
先
輩
は
。

Ａ

短
Ｓ
Ａ
Ｍ
発
射
手
の
荒
倉
３
曹
で
す
。

Ｑ

営
内
で
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ

先
輩
、
後
輩
仲
良
く
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

陸
曹
候
補
生
の
試
験
に
合
格
し
、
知
識
、
技

術
を
修
得
し
、
中
隊
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

精
強
な
自
衛
官
を
目
指
し
、
日
々
精
進
し
て

参
り
ま
す
。

今
回
は
、
第
３
音
楽
隊
に
所
属
す
る
岡
﨑
道

宣
（
お
か
ざ
き

み
ち
の
ぶ
）
３
曹
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
岡
﨑
３
曹
は
、
平
成
27
年
３

月
に
入
隊
し
、
同
年
10
月
に
第
３
音
楽
隊
に
所

属
と
な
り
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
が
っ
し
り
と
し
た
体
格
の
彼
が
奏
で
る
音

色
は
見
た
目
の
印
象
と
異
な
り
、
繊
細
で
純
粋

で
あ
り
、
観
衆
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。
補
職
で

は
車
両
陸
曹
・
火
器
陸
曹
、
ま
た
、
格
闘
の
指

導
官
を
補
佐
す
る
者
と
し
て
隊
務
の
運
営
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

出
身
地
、
陸
曹
候
補
生
課
程
入
校
年
度
は
。

Ａ

香
川
県
出
身
、
平
成
30
年
７
月
入
校
の
第

１
３
５
期
で
す
。

Ｑ

合
格
通
知
を
受
け
た
時
の
心
境
は
。

Ａ

念
願
の
合
格
だ
っ
た
の
で
、
強
い
達
成
感

が
あ
る
反
面
、
自
分
で
も
や
っ
て
い
け
る
か

と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ

印
象
に
残
っ
て
い
る
訓
練
は
。

Ａ

総
合
訓
練
で
す
。
分
隊
長
と
し
て
の
指
揮
・

統
率
の
難
し
さ
や
大
切
さ
を
身
を
持
っ
て
感

じ
ま
し
た
。

Ｑ

特
に
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

指
導
法
で
す
。
元
々
人
前
に
出
る
こ
と
が

苦
手
で
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
話
せ
る
よ
う

に
な
る
ま
で
苦
労
し
ま
し
た
。

Ｑ

特
に
学
ん
だ
こ
と
は
。

Ａ

分
隊
長
の
責
任
は
勿
論
、
進
ん
で
そ
の
指

揮
に
入
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

Ｑ

今
後
の
部
隊
で
の
目
標
は
。

Ａ

演
奏
技
術
の
向
上
や
格
闘
・
係
業
務
を
通

じ
て
、
よ
り
部
隊
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

陸
曹
を
目
指
す
後
輩
隊
員
に
一
言

Ａ

陸
曹
に
な
る
こ
と
自
体
よ
り
も
、
陸
曹
に

な
っ
て
何
を
す
る
か
が
重
要
で
す
。
１
歩
先

の
自
分
を
想
像
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

櫻井３曹

今回は、第３後方支援連隊補給隊の東 愛里沙（ひがし ありさ）３曹が大切にしてい

る「双眼鏡」を紹介します。

この双眼鏡は、陸曹教育隊の入校に先立ち実施された履修前教育への参加を契機に購入

しました。斥候訓練の際に遠く離れた敵を発見し、装備する火器の種類等の細密な敵情を

報告でき、非常に頼もしく感じたことを覚えています。小さく持ち運びが便利なところも

気に入っており、一緒に任務遂行に邁進しています。

また、私は双眼鏡を休日のバードウォッチングに携行する等、幅広い活動範囲で使用し

ています。公私共に活躍するこの双眼鏡は、私にとって大切な物なものです。この双眼鏡

は迷彩柄ですが、他にも色や形状が違うものもたくさんあります。小さいものは安価で購

入でき、使い勝手もとても良いので、ぜひ皆様も訓練のお供にいかがでしょうか？
第３後方支援連隊補給隊
３等陸曹 東 愛里沙

11
月
１
日
は
、
自
衛
隊
の
創
設
を
記
念
す
る
日

と
し
て
、
防
衛
庁
（
現
防
衛
省
）
が
定
め
た
記
念

日
で
す
。
自
衛
隊
が
発
足
し
た
の
は
昭
和
29

年
（
１
９
５
４
）
７
月
１
日
で
す
が
、
こ
の
時
期

に
は
自
然
災
害
（
風
水
害
）
に
伴
う
災
害
派
遣
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
11
月
１
日
が
記
念
日
と

し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
自
衛
隊
記
念
日
の
前
後

に
は
、
自
衛
隊
記
念
日
行
事
の
一
環
と
し
て
、
陸

海
空
３
自
衛
隊
の
持
ち
回
り
で
行
わ
れ
る
陸
上
自

衛
隊
中
央
観
閲
式
、
海
上
自
衛
隊
観
艦
式
及
び
航

空
自
衛
隊
航
空
観
閲
式
、
更
に
は
自
衛
隊
音
楽
ま

つ
り
及
び
自
衛
隊
殉
職
隊
員
追
悼
式
が
毎
年
執
り

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
自
衛
隊
記
念
日
と
同
じ
11
月
１
日
に

生
を
受
け
、
自
衛
隊
に
入
隊
し
た
隊
員
か
ら
話
を

聞
き
ま
し
た
。

第
３
戦
車
大
隊
第
１
中
隊
の
櫻
井

皓
斗
（
さ

く
ら
い

ひ
ろ
と
）
３
曹
は
、
２
０
１
６
年
４
月

に
入
隊
。
現
在
は
戦
車
陸
曹
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。
櫻
井
３
曹
は
、
２
０
１
１
年
東
日
本
大
震

災
の
災
害
派
遣
活
動
を
テ
レ
ビ
報
道
で
見
て
、
「
人

を
助
け
た
い
」
と
決
意
し
、
入
隊
し
ま
し
た
。
入

隊
し
て
５
年
半
、
現
在
は
陸
曹
と
な
り
「
小
部
隊

の
指
揮
官
」
と
し
て
指
示
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

自
ら
考
え
、
率
先
し
て
行
動
し
て
い
ま
す
。

「
自
衛
隊
記
念
日
と
同
じ
11
月
１
日
に
生
ま
れ

た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
と
と
も
に
、
両
親
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
入
隊
し
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、

自
衛
隊
の
申
し
子
と
な
る
べ
く
こ
れ
か
ら
も
日
々

の
勤
務
に
ま
い
進
し
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

今
後
は
、
部
隊
格
闘
指
導
官
を
目
指
し
て
練
成

を
重
ね
る
櫻
井
３
曹
。
将
来
、
大
隊
の
格
闘
技
術

練
度
向
上
、
精
強
な
隊
員
の
育
成
の
一
助
に
な
る

べ
く
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。



マメ

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Twitter facebook

第３師団ホームページでは、過去の３師
団だよりや、開催予定イベントの紹介など
を逐次更新しています！
ツイッター、フェイスブックも更新して

いるので、是非遊びに来てくださいね！

ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽ

ﾏｽｸ着用

５ ３ 師 団 だ よ り 第１４８号 令和３年（２０２１年） １１月

Instagram奈良地本HP Twitter

奈 良 地 方 協 力 本 部 募 集 課
☎ 0 7 4 2 - 2 3 - 7 0 0 1 （ 内 線 : 8 - 7 2 6 - 7 8 4 ）

近
畿
２
府
４
県
に

所
在
す
る
各
自
衛

隊
地
方
協
力
本
部

か
ら
の
情
報
発
信

コ
ー
ナ
ー

池田 徹 1等陸曹
（橿原地域事務所）

うみしか りくしか そらしか

広 報 官 の 紹 介 ① 職 種（前所属部隊） ②目 標 ③ メッセージ

今西 敬祐 1等陸曹
（奈良募集案内所）

南 翔輝３等陸曹
（奈良募集案内所）

① 施設科（第102施設器材隊）

② 親しみやすく、頼りにされ
る広報官を目指します。

③ これからイベント等で色々
とお世話になるかと思います。
よろしくお願い致します。

① 普通科（第７普通科連隊）

② ｢誠実｣、｢親切｣をモットー
に、｢一緒に働きたい！｣と思
われる広報官を目指して一生
懸命頑張ります！

③ 一期一会を大切にして、自
衛隊、奈良地本のために頑張
ります。

① 施設科（第３施設大隊）

② 対象者と信頼関係を築き、
｢ありがとう｣と言われるよう
な広報官を目指し頑張ります。

③ 部隊では経験できないよう
な仕事なので自分自身も成長
できるチャンスだと思って精
一杯頑張ります。

３
師
団
だ
よ
り
を
ご
覧
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
自
衛

隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
で
す
。

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
で
は
、
感
染
予
防
対
策
に

注
意
し
な
が
ら
、
募
集
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
自
衛

隊
に
入
り
た
い
方
、
お
近
く
に
自
衛
隊
に
興
味
が
あ
る
と

い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
私
達
が
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
は
、
今
年
の
夏
か
ら
広
報
官
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
３
名
の
隊
員
を
紹
介
し
ま
す
。

広
瀬

和
希

本
部
長

「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
仕
掛
け
」

12
月
を
迎
え
、
令
和
３
年
も
残
り
１
か
月
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始
に
関
連
し
た
イ

ベ
ン
ト
等
も
多
く
催
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
多
く

は
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
、
非
常
に
緻
密
な
計
算
に

よ
り
実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

普
段
は
な
か
な
か
気
付
き
に
く
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
ん
な
「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
仕
掛
け
」
を

色
々
な
媒
体
か
ら
、
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
あ
あ
勘
違
い…

叙
述
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
も
の
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
等
で
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
手
段
で
、
読
者
は
先
入
観
等
か
ら
巧
み
に

ミ
ス
リ
ー
ド
さ
れ
、
解
決
パ
ー
ト
に
お
い
て
「
同
一
人
物
だ

と
思
っ
て
い
た
ら
全
く
別
人
」
等
の
ど
ん
で
ん
返
し
に
大

き
な
衝
撃
を
受
け
ま
す
。
小
説
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ボ
タ
ン
の
掛
け
違
え
に
気
付
い
た
瞬
間
の
爽
快
感
は
格
別

で
す
。

〇
広
が
る
世
界…

ゲ
ー
ム
音
楽
に
お
い
て
「
半
終
止
」
と

い
う
技
法
が
、
し
ば
し
ば
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
専
門
的

な
解
説
は
省
略
し
ま
す
が
、
こ
の
技
法
を
使
用
す
る
こ
と

で
曲
の
終
わ
る
感
じ
が
な
く
な
り
ま
す
。
す
る
と
不

思
議
な
こ
と
に
ゲ
ー
ム
の
世
界
観
等
が
延
々
と
広
が
り
、

没
入
感
を
一
層
高
め
ま
す
。

〇
あ
え
て
何
も
し
な
い…

こ
ん
な
こ
と
も
仕
掛
け
に
な
る

よ
う
で
す
。
方
法
と
し
て
は
「
無
音
」
「
暗
転
」
「
静
止
」

等
様
々
で
す
が
、
何
も
し
な
い
こ
と
に
よ
り
期
待
感
を
煽

る
効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。
時
間
の
匙
加
減
を
間
違
え
る

と
逆
に
不
安
を
煽
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
知
る
限
り
で
最

長
の
も
の
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
お
い
て
ス
テ
ー
ジ
登
場
か

ら
約
１
分
半
「
た
だ
そ
の
場
に
立
ち
つ
く
す
の
み
」
と
い

う
も
の
で
、
あ
る
高
名
な
外
国
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
り

演
出
さ
れ
ま
し
た
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
街
で
見
か
け
る
ち
ょ
っ
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
等
に
お
い
て
も
一
手
間
か
け
た
仕
掛
け
が
用
意

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
平
素
の
訓
練

等
に
お
い
て
も
、
少
し
の
工
夫
で
想
像
以
上
の
成
果
が
得

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。


